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「ワクチンInformation」は、ワクチン.net（https://www.wakuchin.net/）からpdfを取得できます。

ワクチンを接種することは感染症から人々や社会を守るというベネフィットがある一方、副反応のリスクもあります。ワクチン接種に関して気になることは、お住まいの市区町村またはかかりつけ医に相談しましょう。
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インフルエンザ感染対策や、
帯状疱疹予防の意識を高め、

早めにワクチン接種を検討しましょう。

コロナ禍以降のインフルエンザの流行シーズンは
早く始まっている 

早めにインフルエンザワクチン接種を検討しましょう
例年12～4月がインフルエンザの流行シーズンと言われていますが、イン
フルエンザワクチンは接種から効果が現れるまで2週間程度かかります3）。
早めの接種（12月中旬までが望ましい4））を検討し、具体的な接種時期
については、かかりつけの医療機関にご相談ください。また、コロナ禍で
身につけた感染対策に今一度取り組んでいきましょう。

2024年のインフルエンザは、例年より早く流行期に入る事態となり、12
月単月（12月16日～22日）の患者報告数は過去10年で最多に達しま
した（図1）1）。こうした傾向の背景には、コロナ禍で集団免疫が低下し、
加えてマスク着用や手洗いの習慣などに対する意識がコロナ禍以降薄れ
てきたことが原因となっている可能性があります2）。

加齢に伴う免疫系の変化を「免疫老化」と呼んでいま
す。その大きな要因としては、胸腺という心臓の上にあ
る臓器が生涯にわたり縮小することが挙げられます。

免疫老化の全体的なメカニズムはまだ研究中です
が、いずれにしても免疫力を維持するために健康的
な生活を送ることが大切です。

免疫の要となるT細胞は胸腺で育ち、新しい微生物
やワクチンの成分にさらされると、それに応じた免
疫力が備わります。胸腺が小さくなり、新しいT細胞
が少なくなることで、新しい病原体に対応できるT細
胞が足りなくなると考えられています（図3）8）。胸腺
は成人期初期に縮小し始めることが知られています
ので、免疫老化は20歳前後以降であれば年齢問わ
ず生じる可能性があり、徐々に進行します。

「免疫老化」を知っていますか？

ミニ情報立お役 ち

Q 私は子どものころに水ぼうそうにかかったことがないと思うの
ですが、それでも帯状疱疹になる可能性はありますか？

水ぼうそうにかかった記憶がなくても、可能性はあります。成人
の9割以上にウイルスが潜伏していることが推測されています。A
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＊1　定点医療機関当たりの患者報告数が1を上回ることが、インフルエンザの流行期入りの目安として考えられます。
＊2　各週は月曜日から日曜日までとされており（例：2024年第1週は1月1日～7日）、年によって各週の月日は異なります。

帯状疱疹は、水ぼうそう（水痘）と同じ
水痘・帯状疱疹ウイルスが原因です。子
どものころに水ぼうそうにかかった後
もウイルスは体の中に残ります。そして
加齢などで免疫力が低下し再びそのウ
イルスによって発疹します（図2）。水ぼ
うそうにかかっていなければ、帯状疱
疹にはなりません。
しかし、日本の成人の9割以上がウイ
ルスに対する抗体を持っており5）、発症
せずウイルスが潜伏している可能性が
あります。水ぼうそうの受診歴にかか
わらず、帯状疱疹の予防接種を検討し
ましょう。接種対象者については右記
の表6, 7）をご確認ください。

図2 帯状疱疹とは

図1 定点医療機関当たりの季節性インフルエンザの患者報告数推移
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帯状疱疹ワクチン接種の対象者表

帯状疱疹予防に使用できるワクチンは生ワクチン、組換えワクチンの2
種類があり、いずれか1種類を接種します。 各ワクチンは、接種回数や接
種方法などの特徴が異なります。接種を希望される方は、かかりつけの医
療機関にご相談ください。

定期接種
65歳を迎える方
60～64歳で対象となる方＊3

2025年度から2029年度までの5年
間の経過措置として、その年度内に
70、75、80、85、90、95、100歳＊4と
なる方も対象

1
2
3

50歳以上の方
18歳以上の帯状疱疹に罹患するリ
スクが高いと考えられる方＊5

1
2

＊3 ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があ
り、日常生活がほとんど不可能な方。 ＊4 100歳以上の方につ
いては、2025年度に限り全員対象となります。 ＊5 病気や治療
により免疫不全である方、免疫機能が低下した方あるいは免疫
機能が低下する可能性がある方、それ以外で医師が組換えワク
チンの接種を認めた方。組換えワクチンにのみ適応があります。
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胸腺とT細胞との関連図3

感染対策の意識を
高めなきゃね！
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2024年は定点医療機関当たりの報告数が第44週
（10月28日～11月3日）に1を超えており＊1、第51週
（12月16日～22日）には過去10年で最多に達した。
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